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第 5 章では，肥大船船尾まわりの粘性流れで顕著に現れる 2 次流れ成分の推定精度を向上させるために，主流と 2
次流れとの相互干渉を考慮した計算法を提案している o その結果， 2 次流れの推定精度が向上することを示している。
第 6 章では流面積分型解法の船舶設計実務における有用性を示すために，船体後半部の船体形状を系統的に変化さ















(4) 本計算法は主流と 2 次流れとの相互干渉を考慮した計算法であり，肥大船で顕著に現れる船尾まわりの 2 次流れ
の推定精度向上に有効であることを示している o
(5) 一般の船舶設計実務において考えられる程度に船体後半部の船体形状を変化させた 4 種類の各船型群内において，
粘性圧力抵抗および公称伴流の相対的変化率が実験結果と定量的に一致することを示しているo
以上のように，本論文で示した船尾粘性流れの推定法は，船舶設計実務において有益な知見をもたらすものである。
また，水槽試験あるいは大規模な差分的数値計算による抵抗推進性能推定法および船型の優劣判断法に比べ，簡便性，
経済性の面で優れており，造船学の発展と船型開発に寄与するところが大きい。よって本論文は博士論文として価値
あるものと 5忍める。
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